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は じ め に

市浦村脇元漁業協同組合では､昭和47年-50年度までの 4ケ年間､村単独事業として､尻屋地先よ り

33,200個体のアワビ椎貝を移殖放流している｡ しか しその放流効果に関しては全 く明らかにされてい

ない｡今後この事業を進める上において参考にな り得 る何 らかの資料が欲 しいとの地元からの要請があ

り､この度アワビの生息状況調査を実施 した｡

調査月日 昭和 51年 7月21日

調査場所 市浦村脇元地先

現 況

脇元漁協での椎貝の放流事業は第 1表に示したように昭和47年より昭和50年までの 4ヶ年間に合計

33,200個体が移殖放流 されている｡一方脇元漁協の資料によれば漁穫数量 も第 2表に示してあるよう

に昭和47年頃より大巾に増加しているように見受けられる｡しかし組合員の推定によると実際には昭和

50年度だけで も 25,000kg位の漁獲があり､かな りの数量が組合を通 さず′J､泊､あるいは直接販売され

たものがあるかのように聞いている｡従って漁協の資料だけからL専らに放流効果が上 っていると考える

ことは早計である｡

また､アワビ漁業に従事している組合員数は10人足らずで､操業日数 も11月か ら5月までは時化のE]

が多 く月に2日ないし3日程で､アワビ漁業は主に 6月､ 7月の 2ケ月に限られるようである｡漁法は

11月か ら5月は主としてカギとり､､ 6月か ら7月には素 もぐりが主になっている｡

第 1表 椎貝放流状況

年 次 放 流 数

昭 47 8,200(個

体 )48 10

.00049 10,000

50 5,000 第 2表 漁獲数qL.

と金額 (脇元漁協調 )

年 次 漁 獲 高 金 額昭 44 ! 7

(k功 5.390(円)
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第 1図 調 査 地 点

調 査 方 法第 1図に示 したとおり脇

元漁協のアワビ生息漁場7地点について､スキュー

バ-潜水夫 2名によ り底質､海藻類の着生状況､ア

ワビの分布などの観察および写真撮影を行なった｡

調 査 結 果の ア

ワビの生息可能地の面積第 2図に示すとお り北

は下前漁協折戸の境から南は脇元漁港前までの南北およそ

2,000m位である｡また汀線に沿って距岸 30

07〝位までが脇元漁協におけるアワビの生息可能な範囲 と考えられる

｡打) 漁場の海底形状海底は全磐に水深10〝

ほ では､岩礁地帯で転石岩盤が多 くまた砂地に転

石のあるところもある｡海底傾斜は割合にゆるやか

で距岸 350mほどでも水深 8.5

-10.0m程である｡海底は全般に岩礁の上

に浮泥が堆積 しており､特に水深が深いところほど多 くな

っている｡-144- 第



㈹ 底質および海藻規の着生状況

漁港より南側の水深 4m～ 6mのA地点では転石が多 く､代表的な海藻はツノマタぐらいで､それ

も若干生育している程度で非常に少ない｡

漁港より北東の方向300m､水深 5mのB地点では砂地に転石が多く石灰藻が着生しており､その

他の海藻類は全く見当らない｡

B地点より100mほど岸寄りのC地点には瀬が多くあり､桶の煩付近にはホンダワラが着生してお

り､枠取りの結果 1m2当り2kg採集した｡

黒島の北側 200mの D地点はC地点 と同様瀬が多 くあり､瀬の周辺の水深は6m～ 8mあり､瀬の

頂きは､ 37〝位になっている｡この辺になると浅いところに僅かにホンダワラが着生 している｡

脇元漁協の最も北端折戸寄りのE地点は､距岸 200mの地点で水深 5mあり岩盤が多くワカメの末

枯れしているのが見られ､若干ホンダワラが着生している｡

黒鳥の距岸 350mのF地点では､水深 9一一10mで岩盤の上は転石があり､厚さ40cm位の浮泥が沈着

している｡このあたりには瀬が点在しており､浅いところには僅かにホンダワラ､ツノマタが生育し

ている｡

匡) アワビの生息状況

漁港の南A地点では､ 2人のダイバーが10分間採取作業を行なった結果､僅かに2個体採集された

のみであった｡

また漁場の北端 E地点では､ 1人のダイバーが10分間に 3個体 (うち1個体は殻長 5.4mの小型の

もの )採取したにとどまる｡

黒鳥の北D地点では､ 2人のダイバーが10分間に 5個体 (総重量 590ど)を採取したにすぎない｡

放流地点に近いB地点では､ 2人で15分間に16個体採取した｡殻長は69cm～ 9.8cm(平均 8.2m)､

全重量は15- 115g (平均65g )であり､放流貝らしいアワビが3個体見つかっている｡

C地点では､ 2人で15分間に 6個体､殻長 6.6cm- 91cm(平均 81cm)､全重量51g～ 136g(辛

均81g )のアワビを採取 した｡

距岸 350mのF地点では､2人で15分間潜水 したが 1個体 も見付からず､底質の状況から見てもこ

れより深いところでは､とうていアワビの住みつくような漁場とはいえない｡

放流地点を中心に 2人のダイバーが40分間潜水を行ない､計 】72個体ojアワビを採取したO総重量

は14kgで､その中から20個体を選び測定した結果､殻長 8.OCm-10.4cm(平均 9.2C7W)､全重量66g

- 115ど(平均 105.6ど)であった｡この地点では放流貝らしいものが 172個体中4個体見つかって

いる｡

ダイバーの観察では､脇元でこの地点が最も多 く1m2当り0.3個体億生息 していた｡その他の地点

は､いずれもアワビの生息密度が低い状況であった｡

アワビは岩の裂け目､転石の下に入っているのが多 く見つかっている｡

今回は調査の目的にもよるが 5cm以下の小型アワビは全く見当らなかった.

生殖腺の成熟状況は､ 7月上旬に下風呂で調査を行なった際には､雌､雄の判別がはっきり出来た

のに較ペ､脇元の場合はなかなか困難で不明のものが多かったO
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顔) その他 の 生 物

潜水調査の結果から､生息密度は低いが､キタムラサキウニが 1mL'当 り2- 3個体隼息しているの

が観察 された｡ ウニの殻経は 5.2cm-6.8cmで中型のものが多か った｡その他イ トマキヒトデなども

見られた｡

第 3表 B地点のアワビの測定結果

No. 殻 長 殻 巾 全 重 量 殻 重 毒1 .肉 重 量 !肉 重 量割 合 I!性 別llr 放 流 時

の 殻 長 増 殻 長12345678 8.7(cm)7.66.58.07.59.07.88.9 6.2(cm)5.54.55.25.15.9 l【5.3 王JI5.9 i 72(ど)493560527252L 89 7 24(A.)1 15i 131 19l育 ;;i 19l 28l 1 32:'g'rJ 131lf 25Ir 287E 38 41.7(0/a)40.8～ ;ll..三 ∫II! 37.3 iIl 36.5I!L 42.736.5 l仁 不孟i; ?i ?∴ ∴l 不明? ((-a)5.8 11ll (CMT)1ll 1.7Iil∫I910 9.88.0 6.75.
3 115 l 42 42 44

.4 l 不明54 20 24 44.4 早平均 8.18 5.56 65.3 22.

5 26.6 40.7 5.8 1.7第 4表 C地点

のアワビの測定結果Nd 殻 長 殻 巾 全 重 量 殻 重 墨 肉 重 量I 肉 重 量l割 合

性 比1 9.1¢7M) 6.26m) 93(g) 26(g

)l 42(g), 45.2(%) 早2 8.1
5.3 51 14 23Ii 45.11i 不明

3 8.1 6.8 130 35 fr 60 J 46

.2 不明4 6.6 5.7 11 91
27 i… 35∫ 38.5 85 8.1 6.1 13



第 5表 放流地点のアワビの測定結果

Nd 殻 長 殻 巾 全 重 量 殻 重 毒 肉 重 量 肉 重 量割 合 性 別! 放流時の

殻 長 増 殻 長1 10.1(cm) 6.8(cm) 120(i) 36(i) 47@) 39.2Cb) 守

¢吟 ㈹2.72.93.92 9.2 6

.5 131 40 47 i 35.9 早3 8.0 5.5 66 18 29 sL 43.9 ! ?

,t I4 9.9 7.3 137 4

8 56 十 0.9 を ♀5 9.5 6.3 110 30

42 … 38.2 皇 ♀6 8.5 5.9 68

24 It28 1 41.2 1不 明 5.87 9.5 6.4 98 32 37 Il 37.8 98910ll12 8.8 18.510.4.8.8l9.4 tー 5.8il 5.8ii 75'.72l 6.4I 92 32 33 i1 35.9 8iI74 23 I

130 1 40.5 … 8 5.615980
3925 8135 1I享 50.9 皇圭 43.8 .il Jil ♀早 I

l104 31 53 と 51.O til l.不 明13 1】

1 8.4 i1i 5.8 76i 25 29 暑 38.2 l】 仁不 明14 lIi 8.6 6.1 l 82L t 26 37 It 4

5.- l'不 明 ■15 i 8.3 7 5.716 10.4 f 7.. 1I 1

l 66l 135 .I1 20l 44I 25 ー! 53 ‡ I' 37.9 l上 9.3 i : ] 4'8 117 9.1 ー 6
.2 巨 93 . 27 I44 lii 47.3 8 lI1

181■9 i 8.8 l‡ 10.4 L 6.07.l l 86 7l 142I l 31i 47 31

56 IH 69..: 書芸 器 も ;20 10.1 II6.8 i 144 ; 46 61

{ 20.5) i 早平均 9.2 6.3 103.2 32.2 42.7 Ii 41.4 E

5.4 ー 3.2考 察(1)協元漁協地先では､折戸から漁港に至る約 2.00

0m､沖出し約 300mの場所が､ほゞ全般に岩礁はいし転石 となっており､底質の面か ら見ればア

ワビの生息可能な場所となっており､むしろ広い面積を有しているように思われる｡(2) しかし漁業者の話によれば､黒島よ り

北側の漁場には､ワカメが隼育するとのことであるが､その他の場所ではアワビの餌料になる海藻類は津軽

海峡､太平洋岸のアワビ漁場に較べた場合極めて少ないようである｡僅かにホンダワラ､ツノマタなど

が生育しているが､これらは飼料効率としてあまり期待出来ないよ うである｡(3) アワビの生息密度については､脇元で最 も良いと思われる放流地点周



(4) アワビの移殖放流を行なう際には､効果を確認するために標識を付けて放流することが是非必要な

ことで第 1表程度の放流数なら少なくとも半数以上に標識を付けるべきあると思われます｡

今回の調査によれば､放流地点付近で放流貝と思われるアワビが 172個体中 4個体再捕されている

放流後禁漁が充/ji励行されたと思われる下前折戸地点では60個休Ff｣6個の貝が発見されており､再

捕率は折戸より低いようである｡これを放流貝とみなして推定すると2.7cm～ 3.9C7Wの成長量という

ことになる｡しかし第 1表に示すように昭和47年から5畔 までのいつ放流されたのか明らかでないの

で年間成長率は判断しかねる状況にある｡

(5) 脇元漁協の場合､黒崎より北側の漁場はかぎ取 り､素もぐり採捕を認め､その他の漁場はかぎ取り

のみを許可しているようである｡また漁獲量については､特にこれを制限していないとのことである｡

今回の調査結果､水深 5m-6mと浅く､比較的乎担な漁場の場合､無制限に素もぐり漁法を認め

ていると､根こそぎ採捕される恐れが充分あると考えられる｡またかぎ取 り漁法を認めている漁場で

は､傷による死殻が多く見つかっている｡

漁法としては､潜水漁法が最高ではあるが､資源の枯濁を来たし易いので組合で充分に検討する必

要がある｡

また資源管理の問題が大切で､場所､大きさ､出漁日数の制限､ 1日の漁獲数を限定､総漁獲量の

制限など種々と考えられる｡

(6)今回の調査だけでは､資源を維持するために､脇元漁場での最高生産を決める資料は得がたい｡今

後は漁獲数量をしっか りと把握するとともに標讃放流を行ない基礎資料を積み重ねてゆく必要がある｡

脇元漁協おけるアワビ漁場の管理､開発などに関する将来のありかたを結論ずけることは困難であ

るが､以上の事柄を出来ることから実行に移しながらよりよい方法を見出して行 くべきであると考え

られる｡
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